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近
隣
４
市
１
町
の
催
し
で
す
。 

  

２
０
０
８
サ
ン
シ
テ
ィ
春
休
み
映
画
会 

Q
３
月
２９
日
貍
・
３０
日
豸
　
①
午
前
１０
時

〜
　
②
午
後
０
時
２０
分
　
③
午
後
２
時
４０

分
〜
　
④
午
後
５
時
〜 

L
サ
ン
シ
テ
ィ
大
ホ
ー
ル 

O
ル
イ
ス
と
未
来
泥
棒 

P
前
売
券
大
人
９００
円
（
当
日
券
１
３
０
０

円
）
、
大
・
高
生
８００
円
（
当
日
券
１
１
０

０
円
）
、
４
歳
〜
中
学
生
・
シ
ニ
ア
（
６０

歳
以
上
）
５００
円
（
当
日
券
８００
円
） 

J
サ
ン
シ
テ
ィ
蕁
９８５
・
１
１
１
２ 

  

草
加
レ
ザ
ー
フ
ェ
ス
タ
　
２
０
０
８ 

　
草
加
の
地
場
産
業
で
あ
る
皮
革
の
優
れ

た
製
品
と
職
人
の
技
術
、
革
の
持
つ
魅
力

な
ど
に
、
直
に
触
れ
て
感
じ
て
く
だ
さ
い
！ 

Q
３
月
２２
日
貍
　
午
前
１０
時
〜
午
後
６
時
、

２３
日
豸
　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
５
時 

L
草
加
市
文
化
会
館 

O
皮
革
製
品
の
展
示
、
ク
ラ
フ
ト
体
験
、

皮
革
製
品
の
即
売 

J
そ
う
か
革
職
人
会
（
草
加
商
工
会
議
所

内
）
蕁
９２８
・
８
１
１
１ 

  

春
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動 

　
「
に
お
ど
り
公
園
」
の
全
面
オ
ー
プ
ン

を
記
念
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。 

Q
４
月
２９
日
豢
　
午
前
１０
時
〜
正
午 

L
に
お
ど
り
公
園
（
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ

ス
三
郷
中
央
駅
前
） 

O
草
花
や
苗
木
・
花
の
種
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
、

緑
の
募
金
活
動
な
ど
※
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
な

く
な
り
次
第
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
は
終
了 

J
三
郷
市
公
園
緑
地
課
蕁
９５３
・
１
１
１
１

A
３
３
３
３ 

  

春
休
み
映
画
会 

Q
３
月
２９
日
貍
　
①
午
前
１０
時
〜
　
②
午

後
１
時
３０
分
〜  

L
吉
川
市
中
央
公
民
館
（
吉
川
駅
北
口
か

ら
飯
島
興
業
バ
ス
で
「
中
央
公
民
館
入
口
」

下
車
） 

N
幼
児
〜
一
般 

O
デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画
「
ラ
マ
に
な
っ
た
王

様
」
（
７８
分
） 

P
無
料 

R
各
回
４
０
０
人 

J
吉
川
市
中
央
公
民
館
蕁
９８１
・
１
２
３
１  

  

ふ
る
さ
と
寄
席 

三
遊
亭
小
遊
三 

落
語
会 

　
「
笑
点
」
で
も
お
な
じ
み
三
遊
亭
小
遊

三
師
匠
が
登
場
し
ま
す
。
ど
ん
な
演
目
で

皆
さ
ん
を
笑
い
の
渦
に
巻
き
込
む
か
、
そ

れ
は
当
日
の
お
楽
し
み
！ 

Q
３
月
１６
日
豸
　
午
後
２
時
開
演
（
１
時

３０
分
開
場
） 

L
田
園
ホ
ー
ル
・
エ
ロ
ー
ラ
（
北
越
谷
駅

東
口
か
ら
エ
ロ
ー
ラ
行
き
バ
ス
で
「
中
央

公
民
館
」
下
車
） 

O
出
演
＝
三
遊
亭
小
遊
三
ほ
か 

P
〈
全
席
指
定
〉
大
人
２
０
０
０
円
、
高

校
生
ま
で
１
０
０
０
円
※
未
就
学
児
の
ご

入
場
は
お
断
り
し
ま
す
。 

J
田
園
ホ
ー
ル
・
エ
ロ
ー
ラ
蕁
９９２
・
１
０

０
１ 

     　
　
　
　
■
広
聴
広
報
課
　
蕁
A
４
２
３
 

  　
　
木
瓜
の
花
　
 

　
　
　
　
　
　
　
伊
　
草
　
中
山
　
靖
子
 

庭
に
鮮
や
か
な
朱
の
色
の
 

木
瓜
の
花
が
咲
い
て
い
る
 

子
供
の
こ
ろ
、
年
上
の
男
の
子
が
 

私
の
掌
に
朱
色
の
木
瓜
の
花
を
載
せ
 

「
き
れ
い
だ
ね
」
と
言
っ
た
 

色
鮮
や
か
な
一
輪
の
木
瓜
で
あ
っ
た
 

私
の
掌
に
載
せ
ら
れ
た
木
瓜
の
花
は
 

青
空
の
下
で
凛
と
し
て
咲
い
て
い
た
 

（
評
）
木
瓜
の
花
は
、
香
り
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
梅
の
花
に
似
て
い
ま
す
ね
。
 

  　
　
　
　
　
　
八
潮
七
　
　
小
倉
　
孝
義
 

九
十
九
里
輝
く
波
は
春
の
色
 

　
　
　
　
　
　
八
　
條
　
　
加
藤
　
龍
子
 

白
梅
に
寄
り
添
う
よ
う
な
う
す
紅
梅
 

　
　
　
　
　
　
伊
　
草
　
　
井
上
　
進
寿
 

児
ら
帰
り
破
れ
障
子
に
春
の
雪
 

　
　
　
　
　
　
緑
町
五
　
　
藤
波
　
ふ
み
 

摘
み
と
れ
ば
淡
き
香
り
立
つ
蕗
の
と
う
 

　
　
　
　
　
　
大
曽
根
　
　
小
倉
　
義
孝
 

余
生
な
お
妻
と
味
わ
う
よ
も
ぎ
餅
 

　
　
　
　
　
　
八
潮
六
　
　
菅
澤
　
　
博
 

男
鹿
便
り
来
い
と
は
言
わ
ぬ
大
根
漬
 

　
　
　
　
　
　
八
潮
七
　
　
石
井
　
忠
枝
 

面
外
し
玉
の
汗
ふ
く
寒
稽
古
 

　
　
　
　
　
　
八
　
條
　
　
杉
村
　
知
香
 

盆
栽
の
香
り
に
誘
わ
れ
し
旅
ご
こ
ろ
 

　
　
　
　
　
　
伊
　
草
　
　
高
橋
　
桂
輔
 

虫
た
ち
も
目
覚
し
空
に
弥
生
月
 

　
　
　
　
　
　
大
曽
根
　
　
椎
名
さ
ち
子
 

枯
草
に
隠
れ
る
如
く
菊
一
輪
 

　
　
　
　
　
　
中
央
一
　
　
斎
藤
　
富
吉
 

初
窯
に
添
え
る
彩
り
福
寿
草
 

　
　
　
　
　
　
木
曽
根
　
　
古
根
　
昌
明
 

淡
雪
を
払
い
て
摘
み
し
若
菜
か
な
 

　
　
　
　
　
　
大
曽
根
　
　
横
山
　
英
道
 

雪
降
る
や
墨
絵
の
世
界
里
の
村
 

　
　
　
　
　
　
緑
町
三
　
　
岩
田
　
苑
江
 

熱
燗
を
頼
む
男
の
縄
暖
簾
 

　
　
　
　
　
　
大
曽
根
　
　
小
倉
　
花
子
 

髪
切
れ
ば
衿
も
と
涼
し
春
の
風
 

　
　
　
　
　
　
大
曽
根
　
　
寺
井
　
時
子
 

蕗
の
薹
土
を
か
き
分
け
顔
を
出
し
 

　
　
　
　
　
鶴
ヶ
曽
根
　
小
金
丸
美
智
子
 

寄
せ
書
き
の「
ご
め
ん
さ
な
い
」で
卒
業
す
 

　
　
　
　
　
　
大
曽
根
　
　
根
岸
佐
代
子
 

男
坂
登
る
湯
島
の
梅
祭
り
 

　
　
　
　
　
　
大
曽
根
　
　
藤
郷
千
代
子
 

冬
す
み
れ
そ
の
可
憐
さ
に
近
づ
き
ぬ
 

　
　
　
　
　
　
八
　
條
　
　
大
山
ト
キ
子
 

寒
風
に
め
げ
ず
ひ
ら
き
し
花
い
ち
り
ん
 

　
　
　
　
　
　
八
潮
二
　
　
近
藤
　
寛
一
 

池
端
に
春
を
あ
つ
め
て
猫
柳
 

  　
　
　
　
　
　
南
川
崎
　
　
伊
本
　
則
子
 

垣
根
越
し
り
ん
ご
さ
し
つ
つ
野
鳥
待
つ
 

　
　
め
じ
ろ
の
仕
草
こ
と
に
愛
ら
し
 

　
　
　
　
　
　
南
後
谷
　
　
杉
村
　
セ
ツ
 

目
覚
め
れ
ば
外
は
一
面
雪
化
粧
 

　
　
寒
さ
身
に
沁
む
朝
餉
の
支
度
 

　
　
　
　
　
　
木
曽
根
　
　
廏
谷
　
多
門
 

冬
木
の
芽
か
た
く
閉
じ
つ
も
彩
あ
り
て
 

　
　
風
の
夕
べ
は
風
に
傾
く
 

　
　
　
　
　
　
中
央
一
　
　
猪
瀬
　
利
助
 

秋
深
き
街
路
樹
行
け
ば
落
葉
舞
い
 

　
　
淋
し
き
裸
木
鵯
の
声
 

　
　
　
　
　
　
中
央
三
　
　
輪
島
　
　
武
 

大
雪
に
埋
れ
し
南
天
千
両
も
 

　
　
見
え
か
く
れ
し
つ
立
春
を
待
つ
 

　
　
　
　
　
　
八
　
條
　
　
種
村
　
幸
子
 

し
み
じ
み
と
病
の
床
の
兄
想
う
 

　
　
コ
ー
ヒ
ー
豆
を
挽
い
て
い
る
と
き
 

　
　
　
　
　
　
八
潮
七
　
　
狩
野
　
　
敏
 

だ
れ
も
い
な
い
独
り
の
部
屋
の
片
隅
に
 

　
　
シ
ク
ラ
メ
ン
の
花
数
多
咲
き
お
り
 

　
　
　
　
　
　
八
潮
七
　
　
佐
藤
　
千
和
 

春
近
し
芽
吹
く
小
枝
に
白
き
花
 

　
　
冬
の
名
残
り
か
節
分
の
雪
 

　
　
　
　
　
　
南
川
崎
　
　
松
谷
　
永
子
 

友
四
人
新
年
迎
え
食
事
す
み
 

　
　
和
気
相
合
と
カ
ラ
オ
ケ
タ
イ
ム
 

　
　
　
　
　
　
浮
　
塚
　
　
土
屋
美
智
子
 

喜
寿
ま
で
を
健
や
か
に
暮
せ
し
私
た
ち
 

　
　
感
謝
を
こ
め
て
豆
を
撒
く
な
り
 

　
　
　
　
　
　
木
曽
根
　
　
岡
村
　
富
子
 

先
生
の
指
導
に
従
い
乗
る
リ
ズ
ム
 

　
　
仲
間
と
集
う
健
康
体
操
 

　
　
　
　
　
　
大
曽
根
　
　
臼
方
美
代
子
 

幼
き
日
元
日
の
朝
枕
辺
に
 

　
　
母
の
手
に
よ
る
新
し
き
下
着
 

市
民
大
学
の
目
的
 

　
市
で
は
、
生
涯
学
習
都
市
宣
言
を
行
い
、

「
活
力
と
品
格
の
あ
る
ま
ち
八
潮
」
を
め

ざ
し
、
生
涯
学
習
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。
 

　
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
で
あ
る
市
民
の
皆

さ
ん
と
市
が
協
力
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
ま
た
、
生
涯
学
習
宣
言
都
市

に
ふ
さ
わ
し
い
学
習
内
容
を
市
民
の
皆
さ

ん
に
提
供
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
「
生

涯
学
習
に
よ
る
人
づ
く
り
」
を
担
う
機
関

と
し
て
、
平
成
１５
年
に
や
し
お
市
民
大
学

を
設
立
・
開
校
し
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
平
成
１９
年
度
か
ら
大
学
院
を
開

設
し
、
専
門
性
を
高
め
、
人
材
育
成
機
能

を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。
 

 各
種
機
能
 

●
人
材
育
成
機
能
 

　
や
し
お
市
民
大
学
に
は
、
学
生
が
卒
業

後
、
市
と
協
働
す
る
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
、
ま
た
、
自
己
の

生
涯
を
充
実
し
た
も
の
と
し
、
知
識
や
技

能
の
習
得
や
仲
間
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う

に
、
学
習
の
機
会
や
場
の
提
供
を
行
い
支

援
し
て
い
く
機
能
が
あ
り
ま
す
。
 

●
研
究
・
情
報
発
信
機
能
 

　
や
し
お
市
民
大
学
に
は
、
授
業
で
習
得

し
た
知
識
や
、
学
生
が
学
習
・
研
究
し
た

成
果
を
公
開
講
座
や
市
民
大
学
通
信
等
で

広
く
市
民
に
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市

民
の
た
め
の
生
涯
学
習
環
境
を
充
実
さ
せ

る
機
能
が
あ
り
ま
す
。
 

 授
業
内
容
 

　
や
し
お
市
民
大
学
は
、
次
の
分
類
に
従

い
授
業
を
組
ん
で
い
ま
す
。
 

①
ま
ち
を
知
る
　
八
潮
の
ま
ち
や
市
政
の

仕
組
み
を
知
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
、
地

域
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
た
め
に
必
要
な
基

礎
知
識
を
習
得
し
ま
す
。
 

②
教
養
を
高
め
る
　
一
般
教
養
を
深
め
る

こ
と
に
よ
り
、
学
生
の
学
習
意
欲
を
満
た

す
と
と
も
に
、
様
々
な
市
民
活
動
を
行
っ

て
い
く
う
え
で
、
必
要
な
知
識
を
習
得
し

ま
す
。
 

③
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
に
な
る
　
地
域
の

リ
ー
ダ
ー
、
市
と
協
働
す
る
ま
ち
づ
く
り

の
担
い
手
と
し
て
活
躍
す
る
た
め
に
、
必

要
な
知
識
を
習
得
し
ま
す
。
 

 主
催
 

　
八
潮
市
、
八
潮
市
教
育
委
員
会
、
譛
や

し
お
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
財
団
 

 学
生
に
な
れ
る
方
 

　
市
内
に
在
住
、
在
勤
し
、
年
間
を
通
じ

て
学
習
で
き
る
向
学
心
と
協
調
性
の
あ
る

方
（
小
中
学
生
を
除
く
）
 

 定
員
 

　
１
学
年
（
６
期
生
）
３０
人
 

在
学
期
間
 

　
２
年
間
 

 卒
業
の
認
定
 

　
２
年
間
の
学
習
過
程
で
、
３
分
の
２
以

上
の
単
位
を
取
得
し
た
方
に
は
、
卒
業
の

認
定
を
し
ま
す
。
 

 開
催
期
間
・
日
時
 

《
第
１
学
年
》
 

　
５
月
〜
平
成
２１
年
３
月
　
（
各
土
曜
日
・

全
３０
回
）
午
後
２
時
〜
４
時
 

 開
催
場
所
 

　
や
し
お
生
涯
楽
習
館
・
八
潮
メ
セ
ナ
 

 主
な
授
業
内
容
 

　
▼
上
手
な
話
し
方
▼
ゴ
ミ
問
題
の
現
状

▼
市
の
防
災
▼
食
の
安
全
と
食
育
▼
情
報

化
社
会
▼
暮
ら
し
の
法
律
▼
国
際
理
解
教

育
▼
市
財
政
の
現
状
▼
市
の
防
犯
 

 授
業
料
 

　
１
万
円
（
１
年
間
）
 

 申
し
込
み
方
法
 

　
４
月
２５
日
ま
で
に
、
申
込
書
を
社
会
教

育
課
（
市
役
所
別
館
１
階
）
へ
。
 

 問
い
合
わ
せ
 

　
社
会
教
育
課
蕁
A
３
６
５
・
３
９
７
 

や
し
お
市
民
大
学 

　
第
６
期
生
募
集 

　
や
し
お
市
民
大
学
で
は
、
第
６
期
生
を
募
集
し
ま
す
。

八
潮
の
ま
ち
を
知
り
た
い
方
、
教
養
を
高
め
た
い
と
思

う
方
、
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
て
み
た
い
方
の
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

越
谷
市 

三
郷
市 

吉
川
市 

草
加
市 

松
伏
町 

ぼ
　
け
 

ぼ
　
け
 

し
ゅ
 

オ
　
ガ
 

め
ん
は
ず
 

め
 

と
う
 

ひ
よ
ど
り
 

あ
ま
た
 

つ
ど
 

あ
さ
げ
 

ガ
ツ
コ
 

行 
と って
み
た
い
な 

な
り
ま
ち 


